
人口 242，543人

彼等 7宮，623t註務
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織率重量第

楽聖子市

公
共
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
二
一

「
九
年
度
か
ら
一
平
塚
駅
を
中
心
と

し
た
第
一
同
刑
事
業
の
認
可
を
受

け
、
ド
ム
事
に
干
害
干
レ
ま
し
た
。

mm粕
四
十
九
匂
度
は
、
第
三
期

事
業
と
し
て
、
州
問
機
川
の
水
質
汚

濁
の
鞭
泌
を
殴
る
た
め
、
て
場
地

帯
で
あ
る
馬
入
工
業
江
沼
周
辺
の

叩
訪
日
円
を
受
け
ま
し
た
。
続
い
て
昭

和
五
十
一
一
一
年
度
は
、
第
一
一
期
事
業

と
し
て
、
第
一
郎
事
業
と
第
一
今
期

妻
木
の
西
側
に
隣
接
す
る
市
街
地

と
、
一
部
工
京
地
域
を
合
め
h
九
日
間

域
の
工
事
に

tgア
レ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
九
仕
疫
に

は
、
相
組
問
河
川
左
岸
処
理
日
比
の
新
市

域
限
在
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
は

第
間
期
事
業
と
し
て
、
相
模
川
流

域
下
水
道
事
業
の
残
り
の
一
げ
し
域
の

認
可
者
受
け
、
下
水
道
の
整
儀
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
(
上
の
矧
参

余
討
川
流
域
を
中
、
V
と
し
た
平
こ
れ
か
ら
平
成
二
年
度
ま
で
に
照
し
て
く
だ
さ
い
)

様
有
討
部
州
仙
域
(
渋
白
川
以
商
の
古
学
斗
一
問
調
t
A
C
実
版
設
計
を
行
い
、
以
上
の
事
業
認
可
再
出
演
は
、
第

ムγ
一
域
)
の
公
共
下
水
道
は
、
こ
れ
平
成
三
年
度
か
ら
公
北
下
水
道
工
一
慰
霊
が
一
一
一
七
八
p

七
お
、

ま
で
い
ろ
い
ろ
検
討
さ
れ
て
き
ま
事
に
話
相
手
す
る
予
定
で
す
。
お
お
第
二
期
事
業
が
二
七
七
*
七

O

し
た
。
し
か
し
、
相
模
川
流
域
下
よ
そ
七
か
年
汁
耐
で
、
一
一
千
年
ま
か
、
第
一
二
期
事
業
が
六
七
六
e

一ニ

水
道
右
自
再
処
理
場
(
四
之
宮
管
鎮
で
に
事
業
を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
一
一
一
町
村
、
第
四
期
事
業
が
六
八
七
・

セ
ン
タ
T

)

へ
の
流
入
量
が
、

Y

一

て

一

一

七

合

、

新

田

肇

憲

一

一

a

凶

場

や

董

京

所

の

工

業

用

水

の

再

利

。

ひ

と

、

合

計

二

O
一
一
一
?
九
七

宗
一
汀
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
流
域
幹
線
は
神
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
初
の
計
調
汚
水
量
よ
り
減
少
し
奈
川
川
察
、
か
礎
工
そ
し
て
、
緊
六
十
一
二
年
度
ま

て

き

ま

し

た

。

そ

こ

支

計

滋

の

で

に

整

備

し

た

頭

演

は

、

雪

一

見
直
し
を
し
た
結
果
、
相
撲
川
流
第
五
郎
事
業
の
流
域
幹
線
(
間
右
・
九
六
か
に
な
り
ま
し
た
。
す

域
下
水
虚
事
業
の
地
域
を
拡
大
し
之
宮
管
泊
四
セ
ン
タ
ー
か
ら
大
機
ま
で
に
、
第
一
塑
事
業
、
第
二
期
事

て
、
問
之
宮
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
流
で
)
は
、
来
年
度
か
ら
神
奈
川
県
業
が
完
ア
し
、
第
三
期
事
業
は
九

人
ず
る
こ
と
が
決
ま
り
、
第
五
販
が
整
備
し
ま
す
。
一
千
百
ミ
リ
れ
か
七
e

六
町
山
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま

事
事
業
と
し
て
施
工
す
る
こ
と
に
な
ら
一
千
六
百
五
十
戸
川
の
大
き
な
す
。
第
四
期
事
業
は
、
一
四
e

六

江
り
ま
し
た
。
下
水
管
で
、
総
延
長
は
九
千
二
百
軒
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

日
間
こ
の
た
め
、
相
模
川
流
域
下
水
六
↑
れ
で
す
。
ま
た
、
処
理
場
と
さ
ら
に
、

Aa度
末
に
は
、
一

時
間
道
事
業
の
右
岸
の
関
係
市
町
は
、
大
酬
明
町
と
の
高
低
差
の
た
め
、
中
六
一
一
一
Q
Cが
完
ア
す
る
予
定
て

い
叫
一
一
市
長
(
平
塚
市
、
浮
号
、
継
の
ポ
ン
プ
場
も
品
開
が
施
工
し
ま
普
及
惑
は
五

0
・
ム
ど
は
ね
上

々
伊
勢
原
市
、
愛
川
町
)
か
ら
大
機
す
。
平
塚
市
は
、
こ
の
流
域
幹
線
が
り
ま
す
。
残
り
の
約
三
九
六
h
U

M

町
一
か
加
わ
り
一
一
一
市
二
町
と
な
り
ま
に
支
線
委
設
惜
し
、
接
続
す
馬
主
(
中
底
、
御
殿
、
凶
村
真
士
、

に

し

た

。

う

に

な

り

ま

す

。

横

内

、

大

神

、

例

之

官

の

一

部

)

劫
対
象
と
な
る
平
塚
市
の
区
域
こ
れ
か
ら
、
関
係
者
の
み
な
さ
は
、

Z
E
Eまで
の
一
一
一
年
間

議
は
、
渋
巴
川
以
自
の
旭
培
玄
、
金
ん
に
ご
相
談
し
た
り
、
ご
迷
惑
を
で
す
べ
て
元
ア
す
る
予
定
で
す
。

割
ヨ
地
区
、
金
問
地
区
、
岡
崎
地
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
こ
の
轄
備
に
よ
り
、
渋
田
川
以
東

区
、
見
児
院
泡
尽
の
市
街
化
広
域
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
の
市
街
化
区
域
一
一

O
一
一
一
心
事
九
七

で
、
対
象
と
な
る
濡
積
は
九
五

m
-問
い
合
わ
せ
ド
水
道
建
設
課
か
は
整
備
が
終
了
い
た
し
ま
す
。

か

で

す

。

下

水

道

計

一

間

係

(

市

内

線

限

四

O

)

(

関
建
記
事
五
王
国
に
掲
載
)

清潔で快適な生

をんでいくうえで、

欠くことのごさないのが公

共ド7]<_:i謹ごす。平渇く斤立J}，l，在弐日

模 111流域ドろ同且事2誌を進めており、

4 i拐事業も lえ成 4{子麿には完了する
予定です。引き続き、平塚rむ河I部地土こ

も留と閣を大しょっとイ食子7してきました
が、このほとが相模}II流域ド/j(3，監事

業の時手業として苦IH行~Hïl-tJl決定

しました。平塚市は、これから

調賓と実施設を千子い、平

成 3年度から工事;こ答

子する主です。
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どごのめ持飲と った

ん
ー
の
瀬
川
山
一
年
の
締
め
く
く
り
と
い
う
こ
と
で
向
か
し
r
p
h

せ
わ
し
く
、
ま
た
乎
節
柄
、
眼
目
同
器
月
九
の
使
用
が
一
弔
え
る
と

川
一
時
に
γ

忘
年
会
な
ど
で
外
出
す
る
機
会
も
多
く
、
火
に
対
す

る
リ
告
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
市

消
防
本
部
で
は
ト
一
月
一
十
五
む
か
ら
一
一
ト
一
日
ま
で
の

¥ 

組
問
弱
点
火
災
特
別
警
戒
」
と
し
、
紡
火
管
理
の
徹
{
成
を

呼
び
掛
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
犯
罪
や
事
故
が
最

も
包
こ
り
や
す
い
時
期
と
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
警
察
で
は

一
月
十
円
ま
で
を
一
室
九
年
始
特
別
府
特
設
」
と
し
、
犯
罪
や

事
故
防
川
ー
止
に
努
め
て
い
る
。
ご
協
力
を
。

〈
〉
登
記
、
横
託
、
潤
議
相
談

1
片
四
日
(
金
)
、
日
時
1
日
時

〈
〉
一
離
市
箆
鴇
緩
毎
日
(
七
曜
日
は
ほ
時
ま
で
、
日
曜
H
-

祝
日
・
第
2
ゐ
誤
4
と
曜
は
除
く
)

〈
〉
持
援
金
活
措
談
は
だ
日
日
(
金
)
、
四
日
(
金
)
、

λ
H
5
H
(金
〉
、
百
円
(
金
)
、
9
時
t
i
同
時

八
〉
定
例
単
金
相
談

1
月
日
口
r
L

ヘ
)
、
山
時
1
日
時

心
発
明
考
案
持
許
相
談

1
月
8
円
(
月
)
、
同
時
3
時
時

〈
〉
下
鰭
猿
引
相
談
日
日
目
円
(
木
)
、
日
時
間
分
1
日
時

心
伎
宅
相
談
(
紙
提
橋
惇
な
ど
)

日
月
四
日
(
穴
)
、
日
時
、
6

を

J
/
e
 

醜
開
少
年
制
帽
談
窓
一
〈
句
史
セ
ン
タ
ー
)
滋

1
七
一
一
一
一
一

月
k
i
金
曜
日
9
時
、
J

同
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

〈
〉
梢
み
ご
と
は
u
ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
g

日

ω
i七
八
一
一
一
。

月
1
士
頃
日
9
持
-1
日
時
却
分

情

爾

札

相

会

館

お

i
一一一一一一一一一一一

ハY
心
詑
ざ
と
栂
一
談
悼
週
月
間
噌
日
、
日
時
1
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
趨
河
1
金
議
日
、

9
時
1
日
時

(
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
、
軍
4
ーや」

一
一
曜
日
は
除
く
)

。
結
婚
樹
談
毎
週
日
曜
日
目
、
日
時
1
日
時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

ハ
〉
母
子
相
談
毎
週
月
1
金
曙
目
、

9
時
jj

、j
M
N

時

。
家
警
護
相
談
草
月
主
曜
日
、

9
時
J
Y
同
時

。
高
齢
者
磯
謹
梅
緩
揺
週
月
ら
金
曜
日
、

9
時
却
分
ら
同
時

(
土
曜
日
は
同
時
ま
で
、
第
2
*
第
4
土

曜
日
を
除
く
)

。
鱒
人
摺
談
時
月
第
3
本
曜
日
、
叩
時
tiji
日
時
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敬
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年末 127:129日(金)まで平常どおり収集

年始 1 f-j 5臼(告示)から平常どおり収集

臨時くみ取り
各家庭のくみ取りは20日間陥で行っている

が、年末と吋台の休みのnnに20口となる雪む廷
のうち、ァJ11臼りわから15日 L金)まで

の?習にくみ取りをいた京経て、 f礎慣が小さい

ため次の収集日 (lFiSU----ll[りまでに?間
に合わない京法に限って、組時くみ取りを受
I-Jcl ι 、ふ叩
プUij6。

ウ吃付期間 12f~18l--j (Yj) ~20日(水)

〈二位(-j場所 環境衛生管理課

~'>持委するもの 印鑑、 F数料360円、し尿
くみ取り椛認カード(ピンク色)

し尿収束への問い合わせ先

(議j克街止符理町村線242)

j秀子善寺手数料の紳綴

は清掃手数料第 3期分の納期となって

いる。最帯むの金融機関、市役所窓口等で納

めていただきたν」
世清掃手数料への問い合わせ先

〈ごみ〉 環境衛生業務課(内線530)

〈しf者〉 環境衛生管理課(内線242)

年の瀬は各家庭で大帰|捨が行われるため、

t討されるごみの誌が非常に多くなるが、年末
年始はごみ収集休みとなるため、うっかり

して収集日を問ョ童ってしまうと、正月をこみ

の中で過ごすようになることも十分に考えら

れる。

年末年始のごみの出し方をよく確認し、決

められた尽に忘れずに出していただきたい。

なお、しJ尿収集日もよく確認を。

※12月2321は祝日となっているカt ごみ収集
は平常どおり行う。お間違いのないように。

撚せるごみ

〔月・木収集地区]

年来 121=-428日(木)まで収築

年始 1 n 4日(木)力、ら収集
[火・金収集会塩E幻
年末 12月四日(金)まで収集

気始 1 ;-i 5 [ヨ(金)から収集
[水。土奴築地区}

年末 12月30日(土)まで収集

年始 1月 6臼(土)から収集

出 e 水唱金収集地箆]

年末 12月四日(金)まで収集

年始 1月 5口(金)から収集
{火 e木 φ 土収集地区}

年末 12月30日(土)まで収集

年始 1月 4日(木)から収集

燃せないごみ
年末 12月詔臼(ノド)まで平常どおり刷、主義

年始 1月 4日(木)から平常とおり収集

資滋誇生ごみ
年末 月28日(ノに)まで平常どおり収集

埠始 1月 5日(金)から平常どおり収集

臨時ごみ
年末 12r328仁(木)まで収集
年始 1月 4 木)から収集

ただし、申し込みは12月26臼(火)までで

状況によっては年明けの収集となる。

。剤事翁@こ仁沢地区の方へ

第 1・第 3月桜日が燃せないごみと資源再

生ごみの収集地廷となっている関崎・ふじ

み野・土屋，と吉沢・下三吉沢地区はま高 1月曜

日が l丹 1日、第 3fjS望日が 1fl15日と続け

て祝日となる。

このため、 1rS15司は燃せないとみと資源

再生ごみの特別収集を行う。お間違いのない

よう9こc

すごみ収築への問い合わせ先

〈環境衛生業務課内線530)

く〉大;神環境寄生センター 這話55--6615

年末 12月初日(士)正午まで受付

年始 4巳(フ引から受付

合連騰 般廃棄物最終処分場電話58---8466

任未 12月初日 U:ニ)正午まで受付
年始 1月4， 11 (不二〉かっ受イ、J
。粗大」み妓府交電場電話

〈業務行〉

全手宋 12月即日 (令)

会存会台 1 n 4 [J 千d カらを
ぐ 丹fをよ

伝来 12!':]"30 日 iE守まで受付

先始 1 F~ 4日(木〉から受付

豪華聖子長の燃えるごみは手華料

事業系〈事務所、鱗等)の燃えるご

みは事業主が自ら処理することが原則と

なっている。

しかし、事務所、活書高等の都合を考

え、家庭むごみ収集に合わせ定期収集を

l 特別に行っている。この制凌を利用する

場合は、前もって申し込んでいただくこ

とが必要となる。中し込みは、環境衛生

業務課〔内線S:-H))へ。
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る
翼塁線 1 J守(木)~16El(火〉

会主義 ひらつか市渓プラザ

{主な千華し}

・0ド認40点、短部40点
・観光パンフレットの配布

@ビデオコーナ一、郷土誌の紹介、即売

参同目、白はミスt二タがなでしこの種子を

配布

主催 平揮市、平塚市観光協会、教育委員会

Ji15 (R)殺人の祭
9 時45王子~12i時

会場 市民センターホーノレ

{童書 1 部]式典10時30分~ll時

{第 2吾記念講演11時10分~12時

議務
く〉足立人霊記念品の引き換え

出席者には市から記念品を贈る。成人式に出ら

れなかった方には、青少年課または公民館で三己合

品引換券と引き換えに記念品を渡す。

・期間 1 FJ17El'-._31E:.l 月~金9時一17時

土 9時 ........12時(君事4土曜日除く)

f習い合わせ 青/少年課

。業務 [君主主健康保険税及び下水

道使用料の徴収

陶芸壁鴇 平成 2年 4 に歳

以上60歳未満の健康な湾子

。業務理翼統芸亀 口事名
・業務 魚市場における筋設土手管

理業務補助(勤務時間 4 月 ~lO

Jj午前 8事 ---...12時、月~3 汗

午前 5 日時30分~12時四分)

e資格平成2年 4月 1自に55歳

以上60歳来構の健療な男子で、

普通自動車運転免許の所有者

。申し込み 12月22ヨまでに市販



(4) 平成先王手守 2月守 58

通学途中でごみを拾う花木小の児童藍たち

12月は保険税完納月間
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1
月
円
以
臼
(
金
)

一
ッ
チ
体
操
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
一
③
申
し
込
み
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、
間
ス
ー
ボ
l
ツ
振一

一
マ
定
員
各
コ

1
ス
百
五
十
人
一
興
財
団
凶
(
電
話
お
l
O
一
O
一一)

一

(

捨

選

)

へ

。

一
一
〉
参
加
料

私
た
ち
は
、
気
持
ち
よ
く
生
活
て
い
ま
す
。

す
る
た
め
に
京
の
中
を
湾
問
押
し
ま
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

す
。
街
も
住
み
よ
く
す
る
た
め
に
の
心
掛
け
で
ご
み
の
な
い
街
に
し

清
帰
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
も
自
分
た
ち
の
子
で
明
ま
た
、
今
草
色
神
奈
川
県
美

る
い
街
に
し
よ
う
と
「
ク
リ
ー
ン
化
運
酢
部
地
進
功
労
者
表
彰
が
行
わ

平
塚
」
を
合
一
一
一
口
桑
に
、
各
治
域
で
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し

滞
情
活
動
が
一
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
。
お
め
で
と
う
ご
百
い
ま
す
。

朝
の
退
学
法
r
固

で

ご

み

を

沿

う

(

敬

称

略

)

小
・
中
学
生
、
放
調
印
後
週
一
学
的
問
を
悶
個
人
清
田
キ
ヨ
(
富
士
見
地

全
牛
廷
で
肩
掃
す
る
高
校
生
、
定
区
)
、
深
津
茂
子
(
花
水
地
鼠
)

照
的
に
近
く
の
神
社
や
公
団
四
を
滑
・
包
体
時
崎
第
4
箔
寿
会
、
山
品
川

掃
す
る
老
人
会
や
自
ム
央
広
の
人
た
入
子
ど
も
会
湾
攻
会
、
万
国
主
人

ち
な
ど
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
清
掃
し
ク
ラ
ブ

一
千
五
百
円

民怪康保険誌で治療を受ける

と、かかった費用の 7割を同保か

支十ムっている[i:]i.ノ財見は、 このた

めの大切な財源なのて、納期内{こ

納めよう。

#f1 ，_[~ 保険住吉主謀保険税係

(内線24R~250)

事

務践の皆さんご声媛を

開設 Fl臼{悶〉
午前宮崎スタート

損害差点平場瀬技場

決勝点山城中学校

第 Hえ 戸塚競技場印刷))ー横内中学校(9:27)8. 8km 

司第 21え 横内中学校一撃ffl新幹離手前(9:40)4.7km 

・第 3 寵旧新幹綿予前 みずほ小学校(9 55l4.8km 

e 栴 41X みすぼ小学校 ;切迫小学校(10:15)7.0km 

第 5[><， ，!O，'沢ノj、学校 !ljJ;切支出学校(10:31)乃 7km

全長 5 ば f~{出lkm ( )内は通過予定時1m

体育課電話31~-3060 

で楽しんでください。

をき 1 Fl26 Eヨ〈金〉午後8時却分

ころ市民センタ…ホール

呂 美しく寄きドナウ、ピチカート。ポル

力、ヴヱネチアの 夜、ハンガリ一万

歳ノ

場排斗 5席 5.000円、 A席 4.000門
発勢市民センタ一、クワトロ ド、チケツ

ヒア、ヤンレイレコーに、橋元農業器服、サクラ書底、ヨ久ザワう楽器、花水害、文栄堂、

でしこ書房外で発売中・問い合ねせ 市渓センタ一番話32~-2235
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浜番中の生徒ヰ

こんなに落

み，

書寵46守号

市県民税第4鶏分は12月28日まで
く〉納事む畳間奮を持参してお近くの金融機関へ

つ口座振替の万は、残念dコ躍認を

。問い合わせ

課税について…一市E主総務(内線269~272)

納税口惑の椙談 φ 奴納毅(内線277)

八
〉
輪
開

1
間
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会
臼
本
ジ
ュ
ニ
ア
。
ユ

i
ス
サ
ッ
カ
ー
大
会

理
入
場
料
は
、
大
人
八
百
円
、
中
@
高
校
生
五
百
円
、
分
子

生
一
二
百
円

く手持怠手本害事委書(電話却57)
開括採雪量密 卓球、パトミン k ン、パスケ y

k 軟式庭球 (~1割引、ハレ (16時-)

12月四百(月)午議 l時~午撞 8時
1 J9 8思(汚)ノ/

(5) 

札
幌
市
生
丘
中
学
校
(
北
海
道
)

清
水
市
袖
邸
中
学
校
(
東
海
)

4
き
~
韮
椅
市
千
柴
崎
市
笠
由
学
校
(
関
東
)

1
E
♂
町
田
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
!
ス
(
日
本
協
会
)

・
ロ
月
刊
日
日
(
向
日
)
ロ
時
準
々
決
勝
(
お
日
の
勝
者
)

川

N

H

時

N

(

等
々
力
競
技
場
の
勝
者
)

〈
〉
輪
開

l
間
際
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
ソ
i
グ

W
A

入
場
料
は
大
人
(
大
学
生
含
む
)
の
み
丘
一
点
円

台

1
汚
M
B
(日
)
お
時
新
光
対
日
産

刀

日

時

吋

読

売

対

神

戸

:i月
日
日
(
祭
)
お
時
新
光
対
潜
水

υ
H

日
時
日
産
対
読
売

〈務)帯電天中止

午前9時 30分受材、 10時開金王立

平塚競技場と公畿内

係重信]くD 埼空5主主 3乙有53km 
②般企 Fの部 3km 

を〉般の苦ii2 km逗Jファミリーのさ's2 knl 

. ;7't1口官桔 く予市内イE(主、在勤、在学者Lct'学ヨ以上一
の方むファミリーの部は、小字生とその{呆護者が

同じにコールすること。

a 出し込み 12Tj ]8日(丹市、ら 1 日(火)までに怯

E宵ず諜 〈雲電註話3幻1...3初06前0，見4以抑

い込みも百可J，

く〉食器ヨ公渓縁体苦言童書(電話31--21持)
-潤控嘩密 ベレー(9時 '"'13時)、ノ¥トミン

ト、ン、，~， ::求時~16時)、ハスケソト(16

時 ~20時)、

• 12R18自(丹)午前9時~午撞8時
咽 2月15日(月)ノ/

業安 2円分の申しムみは 2月 6II 9 B争力、ら

各署重自ともラケット、ンャトノレ、ポ

んと、よ;まさき用量襲撃めぐっの持同俸を。

滋砲に利用でき聖書家

ただし、点網はできません
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菊
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※
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史
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史
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(
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ひ
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憲

一

詔

一

一

一

一

一

前

史
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笥

害

一

学

崎

放

森

東

へ

小

平

域

小

川

一

、

活

る

竹

樋

泊

五

宮

中

い

新

車

お

初

劉

制

対

刺

町

一

づ

地

・

ン

ド

村

な

時

ン

け

切

箔

日

た

一

文

ス

ヨ

ル

生

に

論

的

同

ア

朝

日

や

割

し

一

量

ク

ジ

ト

附

て

の

干

し

ち

入

へ

一

彦

ツ

コ

・

首

育

ス

#

も

術

ム

購

館

一

の

臓

て

レ

景

e

が

F

物

セ

特

お

事

ア

は

翠

一

絞

っ

心

ル

ア

風

ン

箆

水

心

抽

出

い

ミ

ち

訴

の

仕

嵐

髄

ジ

ム

時

間

関

山

一

さ

1

り

る

ヨ

と

隆

法

の

な

@

た

同

日

ト

ジ

の

の

真

一

留

は

一

d

i

う

ス

め

恒

品

い

シ

家

る

京

と

か

油

危

ク

菜

金

ル

/

代

ス

の

ュ

た

く

一

却

も

タ

を

寸

i

カ

の

一

ベ

ル

活

白

理

が

ン

野

ア

エ

時

サ

哉

仰

心

一

星

綿

密

併

ス

テ

常

グ

乍

の

管

ホ

キ

の

ツ

ル

新

力

鵡

の

載

詳

…

辺

沈

生

ル

後

五

の

生

J

ミ

を

ン

民

活

庭

み

一

額

一

ド

性

一

恥

京

掲

。

一

窓

浮

人

ブ

北

本

鬼

人

ア

イ

白

シ

山

中

止

に

京

飲

ワ

新

モ

ミ

感

コ

宮

軍

※

部

…

11ヨ在 籍 iぷ、押し花、ステントクラス、
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員会事務/u) 言岳 32-~2235) 

福
祉
会
館
で
行
っ
て
い
る
講
緩
(
虹
ケ
浜
)
、

3
位
茂
木
勝
次

や
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
臭
を
桑
(
諏
訪
町
)

表
す
る
信
商
社
会
館
ま
つ
り
(
十
一

e

福
祉
主
康
戦
優
勝
北
山
湾

同
月
十
一
日
1
」
i

三
臼
)
が
開
聞
か
(
富
士
見
町
)
、

2
位
小
林
保

れ
、
そ
の
会
場
で
お
年
寄
り
ゃ
身
一
一
(
中
原
)
、

3
位
刈
込
勇
蔵

体
の
本
自
由
な
方
を
対
象
に
閤
碁
(
南
原
)

将
棋
大
会
と
h
ノ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
{
将
棋
大
金
〕

が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
次
の
と
お
@
福
祉
王
将
戦
優
勝
宮
本
費

り

。

(

敬

称

略

)

(

中

原

下

宿

)

、

2
位
木
田
正

{ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
大
会
}
夫
(
大
島
)
、

3
位
木
村
喜
作

・
優
勝
南
原
A
、
2
位
岡
崎
(
鷹
市
悶
小
嶺
)

3
、
3
佼
松
が
丘
A

e

福
祉
主
康
戦
優
勝
大
賞
良
三

{

関

磐

大

会

}

(

桃

浜

町

)

、

2
位
府
川
次
雄

・
福
祉
名
人
戦
優
勝
荘
司
昇
(
札
場
町
)
、

3
位
尾
沢
清
問
問

(明広川町)、

2
位
藤
井
経
年
部
(
見
附
町
)

(金曜けのみ 9 時~L8時間介)

女体語録 毎週月曜日、仁川281]

~1 4日

会毘醸舘富 守山洩間町 41 電話.31.--0-1l5

すクリスマスパーティ

ロ yクありディスコありの紫しし、ノ、一千イ

ー。多加自由

日時 12丹 16日 〈ゴヒ) 17時~20時30分

合少年少女笑殺激愛lJl

とにぷるj宣形を悲しむ。

ヨ毛宅 1 月 13 臼 ~3!-1l 7 日の1干上 i墨、

全日間

・時間 14 日手~16日与

対象小学 4年~中学 3年人〈申込町〉

材料費 1.50C円

~1 月 4 日 1人 2枚まで貸し出している。ご利用を。

叶君夢物鵠 乎 254浅間町 電話33-5111 新憲CDの紹介
〈クラッシック〉史料曲第 2~9議(ゥーラ

牒伴持チヱ口組曲全集(ノ1ツノサ、弦楽

器曲第14-----話番(モーツアル?、)、歌曲

集〈シコーベルト)ほか

くポビェラ 〉霊のセレナーテ〈ボ ル，モ

ーリア人コンチゴペンタルタンコのすべて

(アルフレッド・ハワゼ〉、ベストセレクト

14 (イルカ)、マドモアセル・シャントウ

(ノぐトリシア'刀ース)ほか

〈ジ今クズ〉ロマンス(オスカ一層どーターソ

ン蜘シングス〉、ブル ノ-，l-...JAZZストー

リ 、ずベス h オフル ロウルズ沼か

くそむ他) NHKスベシャル北極屋君、デュエ

ツト情歌大全集、こころのうた(音おゆりか

ご会〉、清水次郎長去(先代広沢虎造)ほか

公開輯時期

・費出室、参考室、こども室

火~日曜日 9 持~16持50分

すプラネタリウム。ヰ調還が変わる

地球の自転軸の向きが変イじすると、星の中

心となっている北極亘容がとうなってしまうの

かを眺めてみる。 (->1月 76)

。投艶泊

〈ー般〉 土曜日14持、日曜日日時。

く担体〉 水恥 土曜日日時・日時

・観覧料 1人 100円

・輯撃主儀袋笥 455テ

間体科用 20人以上の同体法団体専用日に

利用できる。利用する臼の10臼言ちまでにお

申し込みを。

党議官憲一氏急電量写真i量作皇室
自然観繋舎で損事された動・植物の生態写

真2，500枚の中から、丹沢や丈磯丘慢の動

植物30点を農示。 (12月27日まで、寄贈品コー

ナ〉

すガイドブックを発売

市内の自然観察のためのガJ ドフックを発

完している。希望される万は博物館受付へ。

地層とイヒ石 (400円)、平塚田幸の自挟

(500円)、平塚白石仏めくり (550円)、湘南

の樹木 (550円)

女体鶴田 毎週月曜日、 12月23l-:[、 12，Ej28E3

*こどち挟言語会

。1月21臼(臼)10持、時 3階下一jレ
「クマのブーさん 30分、アニメほか

女レコード.cのご手話綴与を
本については、 1人 4開まで 2週間を限度

に賛し出しをしているが、レコ ド.CDも
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く
遂
行
す
る
た
め
、
気
が
つ
い

た
特
に
は
手
遅
れ
と
な
り
、
粛

を
ぬ
か
な
け
れ
ば
な
ら
f

一
な
く
な

る
こ
と
が
多
い
。

越
と
歯
の
開
問
や
摂
一
元
の
周
囲

の
歯
肉
が
赤
く
な
っ
と
い
る
、

ぶ
よ
ぶ
よ
と
ふ
く
れ
て
い
る
、

少
し
触
れ
た
だ
け
で
出
血
す
る

な
ど
の
い
た
状
が
あ
る
喝
会
は
、

歯
肉
炎
の
疑
い
が
あ
る
。

歯
肉
炎
、
指
摘
叩
線
漏
(
の
う
歯
肉
炎
は
放
出
践
す
る
と
炎
症

ろ
う
)
と
い
う
言
葉
を
新
開
、
が
内
部
に
広
が
り
、
歯
槽
膿
潟

雑
誌
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
。
へ
と
耳
石
i

化
す
る
。

こ
れ
ら
は
虫
菊
と
異
な
り
、
謝
肉
μ

〈
此
を
予
防
す
る
た
め
に

翠
同
体
は
愚
く
な
ら
な
い
が
、
は
で
い
ね
い
な
歯
み
が
き
が
大

歯
の
田
川
抽
出
の
綴
織
(
品
開
肉
や
密
切
、
栴
閤
芯
が
き
の
と
き
に
鏡
で

を
支
え
る
骨
な
と
)
が
お
か
主
総
肉
の
様
子
を
チ
ヱ
y
ク
し
て

れ
る
宮
司
で
あ
ま
り
痛
み
が
な
お
こ
う
。

.1月23日 63年 7tilHl~20Hrl= 

・1月30円 631戸7fi21 日 ~31 日せ

[ 3歯児]

。 1jj 11円 61 住 10 fJ 2HJ~31fうせー

・]n18日 61年日月 1[]---151']"¥-

1 1-J25[1 61iドllf.j16 戸 ~30fì 't 

任

時

J

什

お

加

事

ク

続

角

一

乳

が

ん

結

託

説

検

診

(

お

歳

以

2
1
、

2
日

J

m山

0

3

ソ
安
一

7
時
力
山
川
向
日
別
役
定

1
時

υ

町

川

二

そ

帳

一

フ

J

一
四
百
円
)

…
…
了
)
寸
劇
川
寸
州
一
間
ベ
配

q

h

M

…

口

駅

ス

札

口

山

山

一

寸

集

閉

山

検

診

臼

抱

一

5
1
1
二
L
Z附
ぷ

↓

エ

立

三

竺

主

主

(

し

一

一

月

二

十

九

日

吉

は

一

健

康

保

険

m
塁
手
笠

-
A
2
(水)、
2
月
5
日

民
附
山

m
w
h
山
町
別
抗
市
駅
明
仁
川
ト
川

U
L山
州
、
ハ
マ
ム
ル
一
¥
J

一

月

一

二

行

)

は

、

ほ

と

ん

ど

の

一

さ

を

。

一

(

月

)

計
四
主
M

制
削
け
と
山

)
U
Z
L
r付
一
室
療
機
関
が
休
み
と
な
る
。
一
マ
対
象
本
人
又
は
被
扶
養
護
子
茎
護
保
健
セ
ン
タ
ー

輝
介
f

体

z

と
備
h

T

曜

揺
h

l

小川々
1

命
組
問
健
一
川
は
も
令
一

C

引
き
一
念
仲
間
に
な
っ
た
と
き
は
、
休
日
一
勤
務
先
の
変
更
等
に
よ
り
、
抽
出
議
一
円
〉
施
設
検
診
直
接
医
療
機
関
に

晦
日
刊
操
日
凱
例
日
一
円
借
日
岨

H

内
閣
保
即
日
時
此
阿
川
科
一
急
患
診
療
所
へ
量
挙
公
さ
れ
る
一
保
一
院
誌
の
代
わ
っ
た
方
。
(
平
塚
一
申
し
込
む

期
8

振
体
日
時
居
間
揺
期
目
理

3

両
ろ
場
治
。
参
府
(
具
、
一
か
、
帯
主
拍
で
暗
記
広
告
。
一
官
陸
一
民
一
催
涙
探
検
に
h

出
入
さ
れ
た
一
な
お
、
集
一
間
警
告
さ
れ
る
方

前

月

妊

棉

月

お

お

日

夕

桂

月

お

け

映

ふ

会

士

を

持

ぷ

ス

遊

巾

一

一

f

覇

1

1

4

1

関

1

2

2

輔

一

斉

霊

平

塚

市

中

長

立

方

は

必

要

な

い

)

一

は

、

は

が

き

に

重

警

謡

、

住

一
(
春
日
野
中
学
校
北
側
)
一
マ
ぎ
芋
る
も
の
健
康
保
険
一
所
、
氏
名
、
生
年
汗
門
町
、
電
話
持

四
市
山
内
山
一
一
〉
電
話
鈍
〈
U
一
-
二
一
託
、
老
人
医
療
受
給
者
誌
、
印
一
号
、
希
望
一
臼
を
記
入
の
う
え
、
宇

続

出

川

知

山

一

マ

受

付

時

間

一

鐙

c

一
加
平
塚
市
浅
間
町

9
i平
塚
市

肌

立

斗

小

…

一

日

間

品

開

い

関

川

一

が

ん

襲

撃

一

役

所

襲

課

へ

。

サ
ト

L
m刊
刊

川

一

室

午

後

7
3
2
2
2施主
一

年

…

露

外

襲

撃

時計百

2
2
m一
昼
間
の
診
療
習
は
小
児
科
、
一
に
一
回
受
診
し
て
自
分
の
健
康
を
一
警
に
感
染
し
た
り
霊
さ
せ

主

将

市

戸

3

明
石
料
、
外
科
、
弱
科
て
耳
鼻
一
縫
か
め
よ
う
。
一
手
警
の
多
い
仕
事
に
従
事
し
て

今
。
醐
虻
別
問
抑
制
日
引
…
科
、
限
科
等
は
医
師
そ
紹
介
ず
一
マ
検
診
名
、
対
象
等
一
い
る
た
を
対
象
に
、
定
競
外
結
核

付
場
子
、
か
月
月
月
識
月
一
る
。
ま
た
、
夜
間
ま
れ
児
科
、
内
一
博
が
ん
集
原
検
診
(
拙
歳
以
…
健
康
卦
務
者
行
う
。

哩

会

母

見

3

1

1

1

2

1

…

勺

ノ

一

一

瞬
間
構
輔
[
・
・
$
{
@
一
科
、
外
科
を
行
一
つ

-
L

一
、
瓦
百
円
)
、
犬
同
摘
が
ん
集
回
一
次
の
撃
莱
に
該
当
す
る
万
は
、
一
泊
時
1
午
後
3
持

マ

阪

会

白

河

jkJ
金
曜
日
の
濁
5

一
な
お
、
診
療
を
受
け
る
と
き
一
検
診
(
組
歳
以
上
、
百
円
)
、
工
定
期
健
康
診
断
を
受
け
て
い
て
一
マ
会
場
福
祉
会
田
(
除
く
祝
日
、
年
来
年
始
)

誠
一
は
、
健
康
保
険
訂
正
を
忘
れ
ず
に
。
一
宮
頚
が
ん
策
毘
検
診
(
お
歳
以
一
も
、
必
ず
受
診
を
。
一
マ
内
容
入
院
費
用
、
施
設
入
一
マ
料
金
1
会
五
百
円

昨

一

王

、

言

内

)

、

子

宮

頚

が

ん

施

一

芸

最

近

一

一

か

月

以

内

長

一

所

、

J
ハ
ピ
J
テ
1
シ
ョ
ン
な
ど
一
マ
申
込
先
普
総
務
課
老
人
福

山
ん
一
健
康
探
検
の
一
言
診
(
初
歳
以
ヒ
、
一
千
五
レ
ン
ト
ゲ
ン
蓄
を
受
け
た
カ
マ
問
問
い
合
わ
せ
先
県
医
療
費
一
議
(
内
線
二
一
九
)

州

民

一

変

更

手

続

き

一

月

三

宮

績

が

ん

お

よ

び

禁

五

、

受

診

す

る

必

要

は

な

い

。

一

振

興

警

官

童

話

湘

苦

笑

叶

一

考

人

介

護

教

憲

一

8

お

一

一

ん

施

設

検

診

(

涯

一

抑

が

認

め

た

…

マ

対

象

一

委

員

会

一

事

務

局

(

時

間

主

お

お

1
0圭一

一
九
叩
一
老
人
保
健
法
に
よ
り
医
療
室
ズ
一
方
、
一
千
七
百
円
)
、
乳
が
ん
築
一
∞
旅
館
~
飲
食
庖
、
遊
技
場
等
で
一
一
…

0
)

一
寝
た
き
り
と
な
っ
た
お
年
寄
り

作
郎
一
け
て
い
る
方
て
次
に
該
当
す
る
一
一
回
検
診
(
お
歳
以
上
、
河
口
円
)
、
一
働
い
て
い
る
万
一
一
こ
対
し
、
ど
の
よ
う
に
接
し
、
ま
た

1

組

一

一

一

②

保

域

助

産

婦

、

豊

衛

生

一

総

合

脱

サ

i
rス
一
語
を
み
た
ら
よ
い
か
を
学
童

三

一

時

一

士

、

マ

ソ

ザ

l
ジ
師
、
指
圧
畑
町
一
市
で
は
、
炊
事
が
困
難
な
ひ
と
一
人
介
護
者
警
が
開
か
れ
る
。

町

一

さ

は

り

・

き

ゅ

品

等

…

り

暮

ら

し

の

お

年

寄

り

ゃ

お

喜

志

日

程

1
5臼
(
土
)
、
お

時
一
③
一
域
安
美
円
弐
ク
ジ
1
一
一
ン
グ
一
り
夫
婦
の
み
の
世
帯
に
対
し
、
現
一
臼
(
火
)
、

2
月
3
日
(
土
)
、
7

口
一
業
等
の
万
一
夜
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
均
域
を
一
門
口
(
水
)
、

n
R
(木
)
冒

1
臼
の

マ
日
一
陸
上
表
の
と
お
り
一
間
限
定
し
て
夕
食
を
各
家
庭
ま
で
配
一
み
の
事
記
長
町

マ
料
金
無
料
一
食
す
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
一
マ
蒋
商
工
刑
初
将
初
分
1
午後

マ
問
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
係
爆
問
一
て
い
る
。
希
望
さ
れ
る
万
は
お
申
一

3
時

保
健
予
防
課
(
電
話
同
お
i
O
一

し

込

み

を

。

一

[V
会
場
平
塚
老
人
ホ
ー
ム

。
内
線
お
)
マ
実
施
区
域
大
野
、
神
間
回
、
域
一
マ
申
込
先
損
症
総
務
課
老
人
福

島
町
、
金
凶
、
河
隣
地
区
一
社
保
(
内
線
一
二
九
)

親と子のよ

H S(士:)
縄場午後 1時 30分、開演2持

場中央公民館ホーノレ

露軍 声優 議事守家予

内 容民話と体験談

申し芝d子 はがきに住所、氏名を明記のうえ、
中央公民館へ申し込むか、直擬中央公民舘に

おいでいただきたいa 整理券をお渡しする。

(先着頗700人)

骨平254 平塚市追分 1~20 中央公民館
電言舌34--2111

※保育を希主還されるプ7は、事前に申し込みを。

平成元年 2l'吾守 58

覇対象乳幼児

覇相談日 毎週泣く曜日

韓時間午前 9時30分へ 10時30汁

職金場保健センタ

ま芝禁湾外結犠健霊祭診断鎚種差獲

母需盤センター

申累34-17 電話34-0311

駅前パスターミナル5番綿 中里
経由日向岡行または諏訪I!lT経由市

民病院行 11主嘩センター前j 下車

骨平埋課韓所

畳原町6 電話32-0130

駅前パスターミナル 2轟綿 秦野

?子 1;阜クjト」 下車L

髄欝 1期対象は 3か月以 1:4歳未

満の乳幼~r，ム 3 週間から 8 週間の

間隔で 3 受ける。

覇第 2期第 1期の 3回目の接種fJ

から 1佐以上 1年 6か月以内に I
@受ける。 5投 6か月に透するま

で受けられるが、 4議までに終 f

することが望まレい。

関開業医、病殺と持種てきる。諸種

日は{友師とこ相談そ。

翻料金無料

輔偶暁証、母子耀旗主帳を持参

盤対策 百日ぜきの予防指揮を受け

る必要のない乳幼児心

-第 1期 3か以と6議未満の乳

幼児。 3.i島問からお 遊間の間隔で

3回受ける。

・第2期第 1期の 3【ロlEIの捧積日
から 1埠以上 1年 6かjトよ内に 1

間受ける。

嘩撞陽

みで年「間間をi通昆じて接種でさ裳きるo 接

種日は医ダ丙院にこ相談を。

趨料金無料

開保瞳、母子健鹿子帳を持安

手雪皆
ででさ
にいん
決るの
ごと 。 別

宅間協
てい力
い合で
るわ聞
もせい
のた合
もとわ
あきせ
るにが

l ラ ~i く〉三のの
65ム 6 ル輯六地本で
lセ 1等立さ域 Z君、
良ツ 7てさま)づ品」
14ト轟吋ずへく登了
、)入 。例出品

問夕、学べ 通機
j イヲ式ピ 浩議九
60ヤ人用 I 民ほ
iそ子男服 雲-
Rff子 ii 謹
~~ンブスパ 竺

I I 同
子 18あドツオ 繰

警2詩書宗羽差雪
ム尺:;:き 1告さ言 、転
*';同:;口戸、ベ皐

士主主 将士ピ 0"
~ 2之さ き'.
1テい て!とノ'{.3 

i主任勉 キタ弓J
gJE害 fλ 掛手
五品川 亙ンけド
ヌ三 i ガ布セ
ン段 付)8司ル

〈ア〉

メ合、
コ乙之

74歳以上の方に、はり、きゅう、あん

ま、マッサージ、指圧の助成を行ってい

る。

。受療#の交付

大正 4年 5!ヨ31日以前に生まれた方は 6枚。
大正4年 6月 1 から大正 5年 3!'lまでに生

まれた方は、 74歳になった斥から 2か月に 1

枚の割合で交付する。

01語己負担額 1枚につき600pj

。串し込み 印鑑および健康手帳または鍵壁ti*
検証を持参のうえ、福祉総務課(内鵠 219)

"。



(8) 書寵46守き華

タ
バ
コ
の
持
刊
行
昼
間
て
や

子
供
が
こ
の
中
で
火
遊
び
し
た

ら
と
患
っ
と
、
心
配
で
な
り
ま
せ

ん
。
火
が
出
て
ま
わ
り
の
住
宅

に
で
も
延
焼
し
た
ら
大
変
で

す。
空
き
地
の
盗
有
者
が
だ
れ
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
勝
手

に
刈
り
取
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん。

γ
」
う
し
た
場
ム
ロ
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

(
畿
各
希
留
品
)

r
l
L
U
U

空
き
地
の
結
れ

i
1
1
1
6
}
葉
に
つ
い
て
は
、

ご
心
的
配
の
と
お
り
火
災
の
発
生

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
毎
年
枯
れ
草
火
災
危
険
愈

一日rき
地
を

る。マ
試
験
日
3
月
四
日
(
金
)

マ
試
験
会
場
勤
労
会
館

マ
受
験
申
込
受
付

・
期
間
四
月
日
日
(
月
)
1部
臼

(
火
)

・
時
間
午
前
9
時
1
午
後
4
時

・
場
所
下
水
道
炉
務
課

詳
し
く
は
下
水
道
総
務
議
(
内
綿

四
四
七
)
へ
。

一サ
i
フ
コ
ン
テ
ス
ト

サ
ー
フ
明
協
会
で
は
、
来
年
、
相

模
湾
を
ー
中
心

ι両
聞
か
れ
る
「
サ
!
フ

町
出
」
に
先
立
っ
て
、
相
樟
湾
を
見
つ

め
寵
し
て
も
ら
う
た
め
の
作
品
を
鼻

聾
す
る
。

Z
J
1
7羽
フ
ィ
ッ
シ
ャ

1
マ
ン
ズ

寧
議
コ
ン
テ
ス
ト
}

中
テ
ー
マ
相
模
湾
の
楠
業
、
噛
業

者
の
生
活
、
わ
た
し
と
魚

マ
応
募
皆
同
格
県
内
に
お
性
ま
い
、

お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方

マ
規
格
サ
!
ピ
ス
判
3
凹
ツ
切
り

マ
応
募
期
限

2
月
出
臼
(
土
)

マ
応
募
先
ザ
!
フ
別
フ
イ
ツ
シ
ャ

!
マ
ン
ズ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
事
議
局

一
一
一
千
加
横
浜
市
中
区
太
田
町
2

お
・
電
話
。
四
五

l
一一

O
一ー
l
O八

一
ニ
一
内
緯
二
O
九
)

〔サ
1
7羽
海
町
家
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ベ〕φ
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

マ
テ
!
マ
未
来
白
樺
の
家

マ
応
募
資
岡
崎
県
内
白
小
・
中
学
生

マ
規
格
①
A
3
サ
イ
ズ
の
画
用
紙

②
i

ク
レ
ヨ
ン
ま
た
は
水
存
絵
馬
を
檀

用
③
給
の
説
明
分
(
百
字
以
内
)

φ
一
服
部
門

マ
テ
ー
マ
実
際
に
壇
用
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
た
梅
の
家

マ
応
募
資
格
県
内
に
お
性
ま
い
か

お
勤
め
の
方

マ
現
栴
①
A
3
サ
イ
ズ
の
イ
メ
ー

ジ
ハ
ス
図
③
苧
額
問
、
立
問
図

(
A
3
サ
イ
ズ
の
ケ
ン
ト
紙
)
お
よ

び
四
百
字
以
内
の
説
明
文

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
2
月
間

白
ま
で
に
、
サ
ー
フ
別
海
の
家
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ペ
事
務
局
(
守
拙
:
町
葉

山
町
一
色
一
九
九
九
四
、
電
話
。

四
六
八
河
五
三
三
五
)
へ
。

年
末
に
お
け
る
法
務
局
の
登
記
事

務
は
ロ
月
沼
田
(
木
)
ま
で
取
り
扱

う
が
、
こ
の
時
期
は
例
年
畳
記
事
務

が
増
大
し
、
窓
口
が
罷
雑
す
る
。

登
記
申
請
お
よ
び
畳
記
薄
田
騰

本
・
抄
本
a

開
剛
驚
・
印
鑑
証
明
な
ど

の
請
求
は
お
早
め
に
。

問
い
合
む
せ
は
、
横
浜
地
方
法
務

局
平
嘩
出
張
所
(
電
話
口
六
五
五

七
)
へ
。

県
立
平
塚
同
工
業
控
樫
回
同
等
学
校

で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
!
ル
の

受
講
者
を
募
集
す
る
。

マ
日
程

1
月
刊
日
《

2
月
口
日
の

樟
酒
土
曜
日
・
全
5
日

・
時
間
午
後
1
時
1
5時

マ
テ
マ
ハ
ソ
コ
ン
に
よ
る
ワ

フ
ロ
人
門

マ
定
員
加
入
(
抽
選
)

守
教
材
費
一
一
千
円

マ
申
込
期
間
四
月
却
臼
(
水
)
3

1
月
日
日
(
水
)

申
し
込
ま
れ
る
方
は
、
柱
壇
は
が

き
で
同
校
ワ
ー
プ
ロ
入
門
保
守
剖
平

塚
市
桜
ケ
丘
7
1
(
電
話
回
。

九
一
ー
七
)
へ
。

{
簡
襲
五
ア
ザ
イ
ン
議
鹿
〕

マ
日
間
恒

1
月
白
日
1
2
月
討
臼
の

毎
週
土
、
日
曜
日
・
会
6
H

・
時
間
午
後
1
時
却
分

3
4時
泊

分
(
日
曜
日
午
後
l
時
1
4時
)

マ
定
員
母
子
家
庭
の
母
親
叩
人

(
先
着
順
)

{
介
護
技
構
畿
感
}

マ
日
程

2
月
7
日
(
水
)
1
3
月

し
た
。そ
の
結
果
、
約
二
否
箇
所
の

刈
り
取
り
が
行
わ
れ
、
残
り
に

つ
い
て
は
指
導
護
を
送
り
士
一

月
末
に
再
認
査
を
す
る
予
定
で

す。
今
年
に
入
っ
て
十
一
月
末
ま

今
年
は
十
月
一
日
か
ら
二
十
で
に
五
件
の
枯
れ
草
火
災
が
発

臼
ま
で
品
調
査
し
、
枯
れ
草
の
あ
生
し
て
い
ま
す
。

る
空
き
地
三
百
箆
一
併
に
つ
い
火
災
の
発
生
し
や
す
】

て
、
刈
り
取
り
の
指
導
を
し
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
の
ポ
¥

H
日
(
水
)
ま
で
の
う
ち
の
白
日
間

・
時
間
午
前
日
時
1
守'世
3
時

マ
定
員
就
職
を
希
望
す
る
女
性
却

人
(
抽
選
)

ヤ
申
込
期
限

1
月
日
日
(
金
)

時
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
司
セ
ン

タ
ー
婦
人
労
闘
部
へ
守
加
藤
沢
市
江

の
島
l

u

l

電
話
。
四
六
六

訂
一
二
一
一
)
へ
。

γ
品
川
野

式災が起きてからでは選い

社
会
福
祉
纂
金
は
、
地
域
檀
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
寝
わ
れ
る
。
ご

協
力
を
。
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
卓
回
一
一
二
三
一
二
)
へ
。

(
敬
称
略
)

門v
技
会
福
祉
嘉
金
へ
・
一
一
水
会

五
千
円
、
神
部
幸
蔵
一
万
円
、
日

人
会
一
千
円
、
アJ
域
自
獣
語
学
院

十
二
万
円
、
成
田
昇
一
万
円
、
パ

ブ
レ
ス
ト
ラ
ン
よ
レ
二
十
万
円
、

菅
間
金
一
一
五
万
円

N
T
T
平
塚

支
認
ハ
ー
ト
フ
ル
デ
悌
一
万
一
一

千
八
百
円
、
山
川
美
佐
子
一
手
九
百

六
十
四
円
、
七
沢
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
議
会
十
五
万
円
、
小
関
仁

一
万
円
、
阿
部
靖
子
五
千
円
、
栗

原
三
枝
子
五
千
円
、
円
程
車
体

(
株
)
地
区
連
合
会
十
河
万
八
千

六
百
一
十
八
円
、
日
産
車
体
八
止
業
W
A

-
会
一
一
万
五
千
円
、
甲
藤
英
光

六
千
円
、
政
川
友
治
一
一
一
万
円
、
ひ

ら
つ
か
カ
ル
デ
M
l
教
室
一
一
万
五

千
百
五
寸
円
、
代
宮
町
母
親
ク
ラ
ブ

五
千
円
、
つ
く
し
者
議
帰
家
政
婦
紹

介
所
万
円
、
湘
県
建
設
組
合

ト
一
五
一
子
一
一
百
八
十
円
、
青
年
フ

ェ
ス
テ
ィ
ハ
ル
文
行
番
長
会
万

王
子
八
百
二
ト
五
円
、
一
ブ
タ
ン
会
・

ふ
じ
。
ぁ
H
U
ぴ
合
一
万
一
力

γ五
百

冗
十
判
コ

マ
慈
ま
れ
お
い
予
へ
・
磯
崎
勉

一
千
円

マ
社
主
纏
祉
へ
・
静
崎
輝
夫
一
一

千
円
マ
交
遜
遺
克
へ
‘
平
副
部
一
輪
車
協

会
四
万
円
、
平
塚
市
交
通
安
全
議

会
一
一
万
八
百
八
十
四
円
、
同
婦
人

部
十
五
万
一
千
四
百
六
十
円
、
神

臨
時
金
十
万
円
、
舞
鯉
会
一
-
万
一

千
六
百
円
、
若
木
晃
太
郎
一
万
一
二

千
円

f
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
匝

体
に
吋
ず
る
助
成
な
ど
に
慣
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

対
鈎
(
電
話
回

C

C
二
)
へ
。

{
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
ー
ツ
基
金
へ
・
予
埠
モ
ラ

口
ジ
1
事
務
所
二
一
万
円
、
中
嶋
忠

正
二
万
五
千
円
、
鈴
木
均
ω

一一宮

直
美
・
芦
原
弘
江
e

小
沢
幕
久
男
宅

J

萱
幸
雄
・
犠
打
期
・
山
口
弘
各

一
万
円
、
港
小
P
T
A
保
耀
委
員
会

四
千
円
、
平
嘩
ゴ
ル
フ
協
会
五

万
四
千
百
七
十
四
円
、
農
業
ま
つ
り

み
つ
け
市
出
河
島
一
同
一
万
四
千

E
百
円念
、
対
伊
知
%

と
J

託制酔

M

ベ
一
匂
編
/

み
と
り
基
金
は
、
緑
化
同
体
の
助

成
な
と
に
慣
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
公
間
緑
地
諜
持

政
部
(
内
線
五
九
)
へ
。

門v
み
ど
り
裏
金
へ
平
塚
市
葉
F

商
工
組
合
一
一
万
円
、
無
名
会
十

万
円

蓄
を
受
け
取
ら
れ
た
万
で
、
ま

だ
刈
り
取
り
を
さ
れ
て
い
な
い

万
は
、
至
急
刈
り
取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
っ

ま
た
、
最
近
ヤ
#
門
家
か
ら
の

出
火
mmも
あ
り
ま
す
の
で
、
所

有
さ
れ
て
い
る
方
は
-
戸
締
り
を

し
っ
か
り
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

犬・

たとし'0
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